
ＧＦ技研、及び連携企業提案団体名：

○提案内容

（１）自社の保有するスマートシティの実現に資する技術と実績等
※スマートシティの実現に資する技術については、別紙３の（１）～（７）の技術分野への対応を記載ください

技術の概要・実績等
技術の
分野

１、新太陽光システム---電力＋温熱への高い総合変換効率５６．５％(世界最高)

     CITY内の住宅・店舗・オフィスなど、全ての建物への設置に最適な創エネ・

       災害安全・健康快適システムのハードコア技術：スマートライフソリューション

(6)
(7)

コア技術（太陽光ハイブリッドパネル、温水利用エアコン、システム制御）の
開発に８年、試作実証に２年の検討実績。製品実証と世界展開を予定している。

２、新方式冷房装置---電力、フロン冷媒を使わない涼風大風量・水蒸発冷却方式
フリークウリングエアコン（ＦＣA）：次世代の冷房方式：涼風冷房機

コア技術（水蒸発式冷却器、涼風冷房機ＦＣＡ、装置制御）開発に６年、試作
実証に２年の検討実績あり、実証試験と世界展開を模索計画している。

３、ＨＥＭＳ，ＢＥＭＳの応用とＳＬＳの作動状態データ保有及び近隣ＳＬＳとの
 データ交換通信、ＩＯＴによる地域＆Ｃｉｔｙ全体最適制御実現と目視化。
 前記ＳＬＳ，ＦＣＡ等の最適作動、近隣との相互最適化作動と状態目視化を
 行ってスマートシティーとして必要な各種効果を具体化実現する（要１．５年）
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部局名 担当者 連絡先（電話） 連絡先（メール）
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○部局名・担当者・連絡先（電話及びメール）

その他

（２）（１）の技術を用いて解決する都市・地域の課題のイメージ
※課題については、別紙３の（ア）～（シ）の課題分野への対応を記載ください

解決する課題のイメージ
課題の
分類

１、シティー全体の建物で消費するエネルギーゼロ化に貢献

　　　シティーの全ての建物に技術１，２、３を活用することを目指していく。
   　ゼロエネは技術１，２、３を設置した建物で少なくとも８０％達成（生産用

     達成（ハイブリッドパネルの高い変換効率５６．５％の効果が生きる！）

２、各建物でＥＶ車の充電を太陽光で行う事を可能にし、ＣＯ２発生温暖化防止に

     貢献し、燃料代低減、ガソリンスタンド削減（空きスペース活用可）ヒート
     アイランド現象軽減に貢献する。（太陽光ハイブリッドパネルの温熱出力で
     給湯、暖房、冷房（ＦＣＡ）を賄い、余剰出力電力を車充電に使えるため！）

３、ヒートアイランド被害の軽減　、　、、、、、、、、、、、、、、、,

、、　　、、上記１，２、効果、及び建物冷房の電力式エアコンを

　　　ＦＣＡ冷房に切り替えることにより排熱ゼロ＝都会の夏の灼熱化を軽減する
     ----Ｃｉｔｙ用冷房装置として普及させる。(休憩所、バス停などの冷房も有効)

４、大規模災害の被害軽減

　 　①系統電力、ガスの停止に対抗してシティーとして対策が立てやすい。
　　　　　　　　　　　　　蓄ガス、蓄水素（タンク）を緊急時エネルギーとして活用し易い。
     ②冷媒圧縮式エアコンの破損による冷媒漏洩、燃焼フロンガス散逸二次被害軽減
     ③蓄熱タンク（４００～１０００Ｌ）内温水を飲料水として活用可能。
     ④移動型緊急医療施設の電源、温熱、冷暖房装置としてＳＬＳを活用できる。

５、空気汚染の防止----新空調機（ＦＣＡ+床暖）により湿度制御、空質制御前進。

　　　　　２，３、項効果により健康快適の増進が期待できる。
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６、地球温暖化防止に有効---ゼロエネ化及びフロン冷媒漏洩の防止効果に期待。
７、系統電力設備、系統ガス設備インフラ投資、メンテナンス投資の削減が可能になる！
８、分散エネルギー社会に向けて推進効果
９、世界中の冷媒使用規制（キガリ改正：２０２４法規制）開始、世界に先行対応可能
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